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選択的後根切断術（SDR)

痙性対麻痺などの下肢中心の痙縮を軽減することで
下肢機能（歩行）を改善することを目的に行われる

術中誘発筋電図で異常な神経を選択して感覚神経
である後根の一部を切離することで

痙縮の緩和を図る



SDR手術適応

•両下肢中心の痙縮を呈する痙直型脳性麻痺のＧＭＦＣＳ
Ⅰ～Ⅲ

•純粋な痙縮を呈する病態で、随意性が良好であり、十分な
抗重力筋力がある

•筋短縮や関節拘縮がない

•良好な心理社会状態である３～７歳児

（痙縮をうまく利用して筋力を補い 歩行している症例は慎重に）



適応かどうか悩まれる症例についても、ご希望があれば
静岡県立こども病院脳神経外科へのご紹介をお願いい
たします

整形外科、リハビリ（PT）とともに診察させていただきま
す


